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マランゴー こ対流パター ンは､上下の温度勾配が大きくなるとヘキサゴンからロー ノ噂計＼と
変化することが知られているので､我 の々高分子系でもパター ンの制御 可ヾ能である｡そこで､
このことを検討するために､プレー ト温度と初期ポリマ 濃ー度を変化させた時にどのようなパ
ター ンが得られるかを実験した｡図3にプレー ト温度65℃で初期ポリマ 濃ー度を各々(a)2.5wt
% (b)10wl%(C)35W1%とした場合に得られた結果を示したoまず､(a)とQ?)ではヘキサゴナ
ノレ タヾー ンが得られた｡2.5W1%から10W1%でパター ンの周期が噂大していることがわかる｡




































に特異的マクロパター ン形成に必要不可欠であるのか等 ､々現在､マクロパター ン形成過程を
ビデオ撮影によって追跡し検討している｡
脚 表面凹凸プロフィー ルの測定に多大なる御協力を頂いた東京精密解湘 岡浩氏に感謝
致します｡
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